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宮 敦 大 音 岡連座 ,鈴 木 弘 志
液 捧金属の音速測定 は測定方法の差異によb約 400℃を境 に して,精度 が
大 いに異 なる0400℃以 下では0.5多以 下の精度で測れ るが ,400℃以 上
では 1多から数多の誤差 を ともな う｡ こうしたことからわれわれはできる.だけ
精度 よく音速 を測 るため,測定 を低融点金属に限定 した｡今までにHg,In
Sn ,Bi,Cd , Phの 6つの低融点単体金属の音速 を測定 した｡その結果
これ等の金属TtCついて精度 ,最 も確 からしい値な どについて,確信 ある値が掴
めたが,単体金属の音速 には特に変化ある事実がなかづたO しか し上記の金属
の中で変化 あ 9串良告されているものが2つあbBiとSnであるoBiについ
ては前の ブルックヘブンの故 障金属会議でWebhe,& Stephen･sl) 等 が ,
Hili& Ruoff2) の データを引用 して,Biの音遠が直線か ら若干づれて
い るとい う報告脅 した｡
しか しその値は 1doo m /SeCの音速 に対 してわずか2m/SeC の値であっ
た ｡ われわれ も懸命に測定 したが確認 できなかったo Snについて最近 196
9年にKonyuchenko5)が 1000℃まで測定 し,音速の温度係数が580℃
あると報告 した｡ しか しこれは温度 が高いので未だ確認されていないb
われわれは-応単体は 中止 して合金にうつ9,ln合金を測定 し始めたo
ln合金をとり上げた唯一の理由は精慶である. Inは'Hgについで ,-0･1%
位の精慶で測れるか らである.まず I'n-Hg合金について測定 したので中尚
結果で はあるが報告するO結果は第 1-5図のよ うなものである0第 1図は






2倍で1多と1.5帝位の異常が認 められることになるであろ う｡ この測定精度
は非常によくて0.1酵程度 .音速 で2m/SC 位であるtから十分陸封するに足
る値 と考 えられる｡第2図は In とflgとの比率を変 えた場合の音速の変化 で
あるold1 Hgl.5 YCなると20-40℃では変化が弱 くなるが,.100-
140t での変化は殆 んど変 ちなレ､o lnlHg2になると前者の変化はなくな
P後者の変化 も弱 くなるo lnlHg5では後者の変化 も非常に弱 くなbHgに
近づいてゆ く｡逆に In をま して Ⅰn2王igl でも20- 40℃の変化 はな く
なblOO'A-140℃の変化のみに在PlnlHg2に よく似ている｡
第 5図にIn-Hgの 相ー図を示 したが,lnl拭glVLついては塵大智示 して
いるところが-25℃なのでこれが影響 しているかど,5か分 らない. もう一つ
相図から Inl_Hg5の ところに-17℃の極大があるが･これについてはまだ
測 定 していないo いづれに しろ InlHglを中心にして温度をあげてゆ くと図
の ように圧縮率が異常に変 る轡道上変化するところがあると言える｡ 圧縮率が
変 れば当然他の物性 との関連が考 えられるが,液 体金属 では一般に測定精度が
よくないから音速の ように0.十γ0.2移駐の精度で測定 できるものでないと期
待 で きない｡















0 ユC' 申 ,60 ♂0 'lOO 12･O l40 はo I飴
- ミ農産･○亡
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第 5図 1n-fig相図における圧縮率のポヤケ
Ⅶ -5｡最近の金属液体論に対するコメント
日本原子力研究所 - 古 川 和 男
液 体はやは b最 も古 くしかも依然新 しいテーマである｡再確認および論点明
示の ためのコメン トをさせていただ きたいo
〔Ⅰ〕.(1) 液俸給は特異な体質をもってし､る｡くりここでは何一つ定説なるも
のはないのであるから,特に本質 となるみ子輪的液体構造 についてどの ような
モデルを前提 としているか明示 LPつ諭嶺 を展開 してゆかないと, ｢液体｣そ
っちのけの ｢便宜的｣､な論議 となって し壇 う.少 しでも理論的考察を試みるか
ぎ D , 物性の一部を介 して常に汲鉢の ｢動的構造｣にせせろ うとしている必要
があるo
(2) 原子対ポテンシャ ル(¢つ として比ooyerの提案 の外に,省 くFurth
(1944)(2)が提案 した次の もの も単純であるだけ発展性があるのではなか
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